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瀬戸内海における石油廃水の漁場に及ぼす
　　　　　　　影響に関する研究一1．

廃油の分布

杉本仁弥・鈴木正也・竹内　脩

　　　（1964年4月6日受理）

STUDIES　OF　THE　OIL　POLLUTION　ON　THE　FISHING　GROUND　IN
　　　　　　　　　　　　SETO　INLAND　SEA－1．

DISTRIBUTION　OF　OILY　WASTES　IN　THE　SEA

Hitomi　SuGIMoTo，Masaya　SuzuKI　and　Osamu　TAKEucHI＊

　　The　damages　in　fishery　due　to　oil　pollution　have　been至ntensified　by　a　rapid　development

of　oil　industry　in　the　area　surrounding　the　Seto　Inlan（1Sea．The　present　investigation　was

carried　out　to　grasp　more　accurately　the　general　aspects　of　oil　pollution　of　the　sea　induced

by　wastes　frQm　oil　factories　or　refineries．

　　The　possible　sources　of　oily　wastes　are　demonstrated　in　Fig。1and　properties　of　wastes

discharge（i　from　representative　factories　are　summarized呈n　Table1．The　oil　discharge　from

a　factory　is　found　to　vary　from4to　O．09ton　per　day，when　calculate（i　from　the　volume　of

waste　water　and　its　highest　oil　concentration．

　　By　the　method　established　by　the　American　Petroleum　Institute，a　distribution　pattem　of

oi正on　the　surface　of　the　contaminated　area　of　the　sea　was　surveyed　and　the　results　are　given　in

Fig．3，which　indicates　the　two　character呈stic　pattems．The　floating　oil　distributes　in　patches

d圭ffering　in　thickness　as　well　as　brea（ith　and　within　the　range　not　exceeding4，000m　from

t血e　outfall　of　oily　wastes．The　latter　phenomenon　was　considered　to　be　due　to　the　rapid　disap・

pearance　of　oily　substances　from　the　surface，partly　due　to　volatilization，a（ihesion　to　a　quay，

or　dispersion　into　the　sea．　In　this　connection，the　volatility　of　several　kinds　of　oil（Table2），

adhesion　of　oil　to　the　suspending　mud（Table3）and　distribution　o£the　s“spending　matters

in　the　sea　and　rivers（Figs．4and6）were　examined　and　it　was　suggested　that　the　suspended

particles　in　the　sea　may　powerfully　accelerate　the　dispersion　of　oi正into　the　sea　from　the

surface．

　石油類の流出および精油工場廃水は漁業上のみでなく，保健衛生上にも多くの問題を含み，欧米において

は1876年頃から法律により規制されている。わが国においてもこの種の問題は古くからあり，農林省水産

局の調査によると1913年から1925年までに28件の魚類のへい死，油臭魚の混獲による魚価の低下など

の被害が発生している11。戦後急速な産業の発展にともない工場廃水による被害は増加しつつあるが，農林

水産技術会議の調査によると廃油関係の被害は1956年度23件，1958年度45件（造船，木材防腐，車

輌工場による被害を含む）が報告されていて2），他の工場廃水にくらべると被害件数の増加はそれほど著し

くないが，被害の規模の大ぎさの点で決して軽視できないものである。また最近の石油関係工業の発展はと

くに著しいものがあり，これまでにも油臭魚の発生，漁場の荒廃などの被害が散発3）4）5）6）していたが，これが

次第に増加することも予想されたので，瀬戸内海における汚染状況を把握し今後の対策をたてるための資料

＊内海区水産研究所（Naikai　Regional　Fisheries　Research　Laboratory）．
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とするとともに，廃水域の環境の変動，油臭魚の分布，着臭機構などを検討して，石油廃水の影響を明らか

にすることを目的として本研究を始めた。

　まず瀬戸内海に面する精油工場および石油化学工場の数と所在位置の調査を行なつた。このうち松山，水

島，下津にある精油工場と，グリスなどの製造を行なう小規模な工場が集中した大阪地区とを選び，1962

年10月より1963年8月にかけて各工場の廃水量，廃水中の廃油量，油臭魚の分布の範囲などの調査測

定を行なつた。なお岩国地区の工場については岩国空港の廃油による被害調査に関連して行なつたもので

（1961）7），ここにあわせて検討した。この調査で石油廃水は他の工場廃水とは著しく異なる汚染の様相を示す

ことを明らかにすることができた。なお排出された廃油が蒸発または水中懸濁物質に付着して水面より消滅

する程度を推測するため二，三の実験を行なつた。ここにこれらの調査ならびに実験の結果を取纒めて報告

する。

　本研究を行なうに当つて，内海区水産研究所山中義一所長，生産力部長安田治三郎博士には種々御指導を

戴ぎ，東大教授橋本芳郎博士には本報告の御校閲を恭なうした。また生産力部第三室長古川厚博士，東海区

水研水質部長新田忠雄博士にはいろいろと御教示いただいた。ここに厚く御礼申上げる。

調査ならびに実験方法

　瀬戸内海の石油関係工場数と位置；　これまでの著者らの手持ち資料8）と1962年度全国工場通覧9）とに

より1962年度末の工場数と所在位置の取纏めを行なつた。工場の規模は従業員数で一般に表示してある。

従業員数100人以上を大規模，100人以下を小規模工場として整理した。

　廃水量：　工場側よりの聞取および上記資料8）によつた。

　廃水の採水および分析：　水質汚濁調査指針10）に準拠して採水したが，排水口で採水でぎない工場では排

水口直前海面で表面水（水面から約5cmまでの海水）をひしやくで約10nこなるまでバケツに採水し，

内容が均一になるよう良く撹絆混合して，ただちに上述の指針の採水法により500m乙（岩国）ないし1000

m駁下津，大阪）をとり試料とした。採水回数は岩国，大阪の2地区を除いては適宜1～3回採水し，岩国

の工場，大阪の河川水については廃水中の廃油量の時間的変化を知るため一定時間間隔で7～8回採水した。

pH，懸濁物などの測定のための試料として別に200mZ採水した。なお出光興産徳山製油所，日本製蝋徳

山工場，三井石油化学岩国工場の廃水については聞取により調査した8）。廃油量の測定は水質汚濁調査指針

に準拠したが，試料を3回エチルエーテルで振とう抽出し，ニチルエーテル層を合せたものに過剰の芒硝を

加え掩絆，1時間静置後炉別し，エチルエーテルを蒸溜し，残渣を70。Cで1時間乾燥後デシケーター中で

30分聞放冷，秤量して廃油量とした。pHの測定は上述の指針によつた。

　海面上の廃油の分布状態：　廃油の分布状況の観察はAmerican　Petroieum　Instituteの方法11）に準拠し

た。原法では色調と廃油フィルムの厚さおよび油量との関係を求め色調を6段階に区分している。しかしそ

の第1段階は光線の条件が最適のとぎわずかに認、められるとしてあるが，現場ではこの段階は判定しがたい

し，また個人差も著しくなるので，著者らはこれを第2段階に繰入れ次の5段階に区分して観察した。

　1・海面上に銀白色の廃油層

　2．海面上の銀白色の廃油層の中に7色の条痕

　3。海面上に7色の明るい色調の廃油層

　4・海面上に7色の暗い色調の廃油層

　5．海面上に暗かつ色の廃油層

航走している船上から上記の区分にしたがつて3名の調査員が観察し個別に図面に記入した。観察は約4m

の高さから行ない，船の位置から半径50mの範囲は明確に観察がでぎ，光線の条件の良いとぎには約200m

離れた位置の廃油ρ存在をも認めることがでぎた。距離が違うと同じ量の廃油でも観察上の色調は相違する

ものと考えられ，また廃油の質的な相違によつても色調はことなることもあると考えられたがこの点は特に
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区別しなかつた。また海面上の浮上油の広さは目測により，その色調は3名の観察結果を平均して求めた。

岩国水域では廃油の分布範囲の限界を明らかにする目的で排水口より半径約8000mの範囲にわたつて縦横

に航走し，廃油の分布を求めて4回の調査を実施し，浮上油の色調の区別は行なわなかつた。松山水域につ

いても同様の目的および方法で排水口より約6000mの範囲にわたり2回の調査を実施した。二水域の調査

で後述するように余り広範囲に分布しないことを知つたので，他水域については採泥の際に廃油の分布限界

を求めて1回観測した。1回の観測に要、した時間は4時間ないし6時間であつた。

　懸濁物の分布：　水島，下津水域においてはそれぞれ排水口より沖に向かつて3点を選び，大阪港では河

川ごとに河口より約1000～2000m，河口および港内に同じく3点を選び，懸濁物の垂直分布を調べた。また

同時に各河川の濁りついて古野製乾式50KC魚群探知機による調査を行なつた。懸濁物量の測定には水中

濁度計を用い古川らの方法121に準拠した。水中濁度計は液相幅15cmのものを使用し海田湾の海底の泥を

標準とし，濁度と懸濁物量の関係を示す検量線を定めた。すなわち泥を水道水と撹拝混合し10分間静置後慧

上層の浮泥懸濁液を5段階に稀釈し，空気中の透過率を100とし，各々の濁度を求め，一方定量炉紙No5C

で炉別して常法により乾燥秤量した懸濁物の重量との関係を求めた。

　廃油の蒸発量＝　廃油，B重’油，潤滑油（40番），軽油およびガソリンについて内径9。3cmのシャーレ

に各々30m♂ずつ入れ・室内に静置してその蒸発量を24時間毎に測定した。ここにいう廃油とは興亜石蓋

油麻里布精油所の廃油分離池に浮上したもので』，B重油とほ船舶燃料用の軽油50拓，重油50％の混合物

である。

　廃油およびB重油の水中懸濁物への付着量：　大阪港で採泥しエチルエーテルで抽出乾燥した泥を海水に

撹搾混合して10分間静置後その上層懸濁液（泥の含有量225ppm）90m呂を廃油（30，5ppm）およびB

重油（20，7ppm）の懸濁海水1000mZに各々加え，振とう器で30分間振とう後，遠心分離機で浮泥と海
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水に分け，双方をそれぞれ土チルエーテルで3回抽出して上述のように油量を求めた。廃油およびB重油は

それぞれ海水に添加後ミキサーに掛け海水に懸濁させた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果　と　考察

　瀬戸内海の石油関係工場数と位置：　調査の結果はF圭9．1に示す通りである。徳島，香川，大分，福岡

の4県には海域を汚染し．ている石油関係工場はなかつた。岩国地区では興亜石油麻里布精油所を基幹として

Tab亘e1．　The　volume　an（10il　concentration　of　waste　water．

Source

Marifu　Refinery，K：oa　Oil

　Company　Limited

Matsuyama　Re丘nery，Maruzen
　Sekiyu　Company　Limited

Mizushima　Re丘nery，Mitsubishi
　Sekiyu　Company　Limited

Shimotsu　Refinery，Maruzen
　Sekiyu　Company　Lim1ted

Wakayama　Re飯ery，Toa
　Nenryo　Company　Limited

Tokuyama　Re丘nery，Idemizu
　Kosan　Company　Limited

Tokuyama　Factory，Nihon
　Seiro　Company　Limited

Iwakuni　Factory，Mitsui　Sekiyu－

　kagaku　Company　Limited

River　water　in　Osaka＊

Iwakuni　Airport

Date　of
sampling

Aug。23，761

Oct．3，’62

Aug，18，’63

Aug．23，’63

Aug，24，’63

Mar．30，’62

Mar．30，’62

Apr。20，’62

Aug．20，’63

Aug．23，’61

Oily　waste　water

Volume
ton／day

120，000
～150，000

4，000

133，400

59，000

24，000

32，000

30，000

　～35，000

ConCn．
of　oil

ppm
9．2

　～31．5

10．0

4．3

10．6
～199．1

12．0
　～15．0

3，。0～4．0

trace

10

2．5

～103．0

6．1

　～18．8

pH

7．8

7．4～8．9

4．0～4．5

7．7

7．0

4．3～7．2

Non－oilywaste
water　from　heat
　　transfer
　　ton／day

80，000～110，000

48，000

395，000

113，000

＊Samples　were　collected　from　the　Shirinashi　River量n　front　of　the　Osaka　Fishing　Contro1

　0fnce．

　　　　　　　Tab亘e2。Evaporation　of　oils　at　the　room亡emperature（11～18℃）．

＼　　　　　Hrs．
　＼＼
　　　＼N
　　　　　ぺ
Kindofoi1舐

Oilywaste＊

Gas　oil

Gasoline

Fuel　oil

Lubricant

Loss　of　weight　in％

24 48 72 96 120 144 168 192

5．0

1．9

99．9

0
0

8．6

4．3

99．9

0．4

0

10．1

5．4

99．9

0．7

0

11．3

　6．3

100．0

　0．9

　0．1

12．0

7．1

1．2

0．1

12．5

7．6

1．3

0．1

12．9

7．8

1．5

0．1

13．4

8．5

1．7

0．1

＊Collected£rom　a　separating　Pbnd　of　Koa　Sekiyu　Marifu　Re旦nery．
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3つの石油化学工場が建設されていた（1961年の調査時にはこの内2工場未操業）。また同論水域に岩国空

港から廃油を放出し。ていた。徳山，水島両地区は現在は精油工場に限られているが，埋立工事の完了後には

石油化学工場の設立が計画されている。大阪地区はグリス，潤滑油の製造を行なつている小規模な22工場

が市内に散在しているが，隣接する境の埋立地には石油コソビナートの設立が計画されている。したがつて

石油廃水の水産業への影響は今後増大す畜ものと考えられる。

　廃水の性状と廃油量：調査の結果はTable1に示す通りである。精油工場は比較的多量の冷却用水を使

用しているようで廃水量も多い。廃水中の廃油量は測定値の上限と下限とで表示したが，各工場とも廃油の

回収設備は比較的完備しているといわれているにもかかわらず，相当量の廃油を放出していることを示して

いる。1日1工場当りの放出廃’油量を測定値の上限値に廃水量を掛けて求めると4～0。09トンになる。

　油類の蒸発量は夏季軽油65％，重油15％，冬季には減

少して02－2％といわれている1）。著者らは，廃油の蒸発

量について実験を行なつてみたが，実験の結果はTable2

に示す通りであり，比較的低温でも廃油は軽油より高い蒸発

割合を示し，実験終了後のものは粘調なピッチ状となり海水

中に入れ掩搾すると懸濁し多く器壁に付着する特徴を示した。

この結果が示すように廃油は蒸発しやすい成分を約10％前

後含んでいるので70QCで乾燥して測定したTable1の油

の濃度はこの成分を含んでいないものと考えられ，したがつ

て実際の廃油量は計算量よりも多いものといえる。

　つぎに廃水中の廃油濃度の時間的変化はFig．2に示す通

りで相当激しいことを示している。大阪の河川水の採水点は

尻無川大正橋ぎわにある大阪府漁業取締事務所の位置であつ

て，この廃油の発生源については明らかでないが，河川から

海に流入する廃油量も常に変化していることを示している。

飛行場の廃油は航空機，自動車の洗瀞廃水から発生してくる

ものであるが，精油工場の廃水に劣らず廃油の濃度は高かつ

た。飛行場のみでなく大阪のように人口の密集した都市にお

いては自動車などの機械類の洗源から生じる廃油も河川水中

の廃油の一部をなし，右油廃水の汚染を論ずる際に注意を要

するものと考えられた。

　聖H：　丸善石油下津工場の廃水はやや高い値を示し，こ

のとぎの廃水は白濁し廃油量も199ppmと多かつた。また
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　　　tion　in　waste　water　in　a　day．

　　　A。River　water　in　Shirinashi

　　　　River　collected　at　the　Osa曹

　　　　ka　Fishing　Control　Omce．

　　　B，Iwakuni　Airport．

　　　C。Koa　Sekiyu　Refinery．

東亜燃料和歌山工場の廃水はやや酸性を示し他工場の廃水と異なるが，これらの原因については明らかでな

いo

　海面上の廃油の分布：　岩風松山，水島，下津，大阪港水域にづいて調査した結果はFig．3に示す通

りである。廃油の分布は他種工場の廃水のように連続した分布を示さず，大小のPatchとなつて存在する

ことが大ぎな特長をなしている。

　一般に工場廃水の海面での分布は潮流，風向，風力，波浪などの影響を受け常に変動し13｝エ4）15），瀬戸内海

では干満の差が激しいためとくにこの影響が大ぎいとされている。すなわち廃水の分布は満潮時に最も狭く

干潮時に最も広いことが認められている15｝。岩国，松山両水域において落潮時と漂潮時に分けて分布範囲を

調査したが，他種廃水のような顕著な潮時による差を認めることはでぎなかつた。

　廃油の分布の限界については最初の調査で排水口から4000m（岩国），1500m（松山）を超える水域では

廃油を認めることができず，分布は索外に狭い範囲に限られることを知つた。ついで水島，下津，大阪の各
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構、へ
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で，》騨

終或韮驚
　　　　一一・』！L、

　　　　　　　　　　格％’b研辱

E

～Fig．3．1　The　d圭stribution　of　oily　waste　on　the　surface　of　sea．

A　MaruzenSek弊MatsuyamaRe丘neryinEhimePref・
B，Koa　Sekiyu　Marifu　Refinery，Mitsui　Sekiyu　Kagak亘Iwakuni　Factory　an（1

　　1wakuni　Airport　in　Yamaguchi　Pref．

C。Maruzen　Sekiyu　Mizushima　Rφnery　and　Nihon　Kogyo　Mizushima　Re且nery

　　in　Okayama　Pref．

D．Maruzen　Sekiyu　Shimotsu　Re且nery　and　To4Nenryo　Wakay毎ma　Re丘nery　in

　　Wakayama　Pref．

E．Osaka　Harbor　surrounded　by　many　sma1正oil　factories．

　Numbers　show　the　degree　of　oily　waste　on　surface　as　foIlows．

　1．Visible　s圭1very　film　on　surface鴨，2．Visible　colored　trace　iπsilvery　film。

3．Visible　clean　colored　film　on　surface．4．Visible　dark　colore（i　film　op　surface．

5．Visible　dark　brown　colore（1fi1血on　surface．

水域については1回の調査を行なつ奉が，いずれの水域も排水口または河口から2000mないし4000mの

範囲内にのみ廃油の分布は認められた。廃油の分布調査には4時間ないし6時間を要したため，調査中にも

分布の様相は刻々と変化しているものと推察される。したがつてFig・3は一応の分布の様相を示したにす

ぎないが，廃油は決して連続的に海面上に分布するものでないこと，および濃淡さまざまな縞模様をなして

分布することは確かである。また調査は排水口あるいは河口寄りから沖合へと実施したので，風力1ないし

2　（岩国水域の10月9日の調査は4）程度の気象状態ではFig・3に示した分布範囲を超すことはないも

のと考えられる。さらに廃油の分布については次のような点が目立つた。大阪では堂島川を除いてはいずれ

の河川も上流まで廃油の分布が認められ，河川の上流部には比較的少なく，船舶の航行の激しくなる下流部
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および港内の方が廃油が多かつた。すなわ’ら廃油の色調が濃く，その分布は濃密であつた。また港内におい

ては船舶が多数停泊し航行の激しい西港の方が，航行の少ない東港よりも廃油が多く，またこのような現象

は他精油工場地先水域でも認められ，タソカーの多数停泊している水域周辺では廃油の色調は濃かつた。大

T8ble3．Adhesion　of　oily　substances　to　the　suspended　mud．

Oily　wαste＊

Fuel　oil

Oil　in　water、

Concn．

ppm

27．9

18．1

Amount

　mg

30．5

20．7

Suspended　mud
　in　water
Concn．

ppm

18．5

18．5

Amount

　mg
2Q。2

20．2

Oil　a（ihere（1

　to　mud

mg
3．1

2．8

2．6

2．2

OilcQntentofsuspendedmud
　after　shaking　for30min．

％

15．3
13．8

12．8
10．8

＊See　Table2．
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型船舶は含油量2～3％の廃棄物を通常1000～2000トン保有しているといわれ16），また艦船の出航後は速

かに廃油は減少する事実も報告1）されていて，タソクの清掃，燃料の補給の際の漏油なども汚染源になると

いわれている。上述のように船舶の停泊位置，航行の激しい水域に多い廃油は船舶に由来するものとも考え

られたが確認はでぎなかつた。いずれにしても一般工場による石油廃水間題を論ずる際は，船舶による汚染

は注意を要するものと考えられる。

　丸善石油下津工場の水域では明確な白濁した水塊が排水口から500mの範囲にわたつて連続して半円状

に分布し，他と様相を異にしていた（8月23日午後4時）。この白濁時の廃油濃度は199ppm，pH8．9と

高い値を示した。しかし翌日の廃油分布調査時にはこの白濁廃水は認められず，他水域と廃油の分布様相は

変わらず，白濁廃水は異質のものと考えられたが，その原因は明らかでない。この白濁廃水は月2回の割合

で放出されるとのことであつた。またこの白濁廃水は1953年頃には下津湾外まで帯状をなして流出してい

たことが報告3｝されているが本調査時にはぎわめて限られた範囲にとどまつていた。

　上述のように各水域によつて，廃油の分布は多少異なつているが，しかしその分布範囲は限られていた。

海域での油の拡がりは15トンの燃料油を投棄した場合，6日で8平方マイル，8日で20平方マイルに拡

がるといわれている17）が，本調査ではこのような広範囲な拡りは認められなかつた。この原因は排水口から

排出される廃油量が単位時間当りにすると少ないこと，および海面での消滅が比較的早いためと考えられる。

　廃油が限られた範囲内で消滅する主な要因としてはこれまで蒸発1），岸壁などへの付着，海中の浮泥粒子

への吸着181などが推測されている。廃油は親水性が少ないため他種廃水のような稀釈浄化の作用を受けると

は考えられない。そこで著者らは廃油の蒸発，浮泥粒子への吸着について検討してみた。廃油の蒸発量にっ

いては上述の通りであるが，蒸発後の残油を海水中で撹搾すると小球状をなし水中に懸濁しやすくなること，

および器壁に付着することが観察された。このような性質の変化は海面では岸壁などに対する付着，波浪な

どの撹絆による海中への懸濁を促進し海面よりの廃油の消失の重要な要因になるものと推測された。特に気

温の高い夏季にはこのような変化は一層早く進行するものと考えられる。

　油類の浮泥への付着量についての実験結果はTable3に示した。30分問の振とう撹絆により，浮泥量の

10～15％の廃油およびB重油は吸着された。懸濁物による廃油の吸着量は懸濁物の種類，接触時間，海水

中の廃油量の相違などによつて当然異なるであろうし，今後検討する予定であるが，上述の実験結果および

現場においては常に新しい懸濁物が補給されること，この両点から廃油のかなりの部分が懸濁物に吸着捕集

されるものと推察される。

　懸濁物の分布：　海面よりの廃油の消滅に水中懸濁物が重要な役割を果すことが伺えたので，水島，下津，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪の三水域について懸濁物の分布状況の調査を
　　lOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QO

ぷ50
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憂20
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　ゆ
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O
＼o

　　　　　　　　　　o＼
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4，6→
　ピ508
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　べ

15．3

19、9

　　　　lO　　20　　30　　40　　50ppm
　　　　　　　　　Suspending　mUd　h　W（】te「

Eig．5　The　relation　between　t皿bidity　and

　　　suspen（ling　mud　in　water．

行なつた。その結果はFig・4に示した。水中懸

濁物には各種の起源のものがあり，有機無機の各

種物質を含んでいて，粒子の大きさにより濁度計

の透過率と懸濁物量との関係は異つてくるといわ

れている12）。本調査に使用した水中濁度計の透過

率と懸濁物の相対量の関係はFig．5に示したが，

Beerの法則が成立している。したがつて本器で

測定した結果は信頼しうるものといえる。Fig，4

に示した各水域の懸濁物は質的検討を行なつてい

ないため，その絶対量を示す訳にはいかないが，

大阪および水島水域は相当多くの懸濁物を含んで

いるものといえる。大阪水域では特に多量の懸濁

物が分布し，表層部に多い。この懸濁物はFig・6

に示す魚群探知機像に認められるように河口域で
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／「Fig．6　The　vertical　distribution　of　suspen〔iing　matters

　　　reHected　by　an　echo－sounding　machine．

は特に比較的速かに沈降しつつあることが伺える。水島水域では埋立が行なわれているためか・排水口から

1000mないし2000mの範囲にやや多い懸濁物の分布が認られ，むしろ排水口付近よりも多かつた。一方

下津水域では紀伊水道に面していて海水は清浄のようで，わずかに丸善石油下津工場の排水口周辺にやや高

い懸濁物の分布が認められるにすぎなかつた。しかしこれらの懸濁物の含油量については検討を行なわなか

つたので明らかでないo

　廃油の処理法に微生物による方法も実施されつつあるといわれ，海面上に分布した廃油も一部海中の微生

物による浄化作用を受けるものと考えられるが，これらの点については検討を行なわなかつたので明らかで

ない。しかし上述したように一部は蒸発し，一部は波浪などの撹絆作用により岸壁などに付着し，一部は懸

濁状態となり，さらに一部は水中の懸濁物に吸着され次第に海底に沈降する。これら諸作用は，精油工場な

どから排出された廃油が，排水口から　1500m～4000m　の範囲に限定される大きFな要因をなしていると考

えられる。

摘 要

　1）　瀬戸内海の精油工場および石油化学工場水域の海面における廃油の分布について調査し，その分布範

囲を明らかにした。

　2）　精油工場から排出される廃油量は1日1工場当り0・09～4トソと推定された。

　3）廃油は低温でも蒸発しやすい成分を約10％前後含んそいること，蒸発後の残油は付着性が強くなる

ことを認めた。

　4）廃油の一部は水中の懸濁物に吸着されることが認められ，浮泥20ppmの水中では浮泥量の約10％

前後の廃油が吸着されることを認めた。

　5）　廃油は排水口または河口から1500mないし4000mの範囲内の海面に分布していた。また分布域内

では廃油は点在しているのが特長的であつた。

　6）　廃油は排出されたのち一部は蒸発し，一部は岸壁などに付着し，一部は懸濁状態となり，さらに一部

は水中の懸濁物に吸着され，沈降してゆく。これら諸作用は廃水の分布が限定される大ぎな要因をなしてい

るものと考えた。
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